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地域組織の確立で

mail jam-senior@jam-union.jp会員間の絆の促進を

２
０
０
８
年
に
「
地
球
の
異
変
」
と

い
う
写
真
集
が
出
ま
し
た
。
掲
載
さ
れ

た
写
真
は
見
て
衝
撃
的
で
、
本
当
に
目

を
疑
う
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
ア
ラ
ス

カ
、
シ
ベ
リ
ア
に
始
ま
り
、
世
界
14
か

所
の
異
常
な
ま
で
に
変
化
し
た
地
域
の

写
真
ば
か
り
で
し
た
。
今
私
た
ち
が
住

ん
で
い
る
地
球
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
北
極
か
ら
南
極
に
い
た
る
ま
で
、

写
真
集
の
よ
う
に
地
球
全
体
に
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
日
本
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
国
立
環
境
研
究
所
の
江

守
正
多
さ
ん
は
、
「
日
本
で
は
最
近
水

害
が
増
え
て
い

て
、
２
０
１
９

年
の
19

号
台
風

は
、
そ
の
年
の

自
然
災
害
の
中

で
世
界
最
大
の
被
害
額
で
し
た
。
温
暖

化
し
て
い
な
け
れ
ば
こ
れ
だ
け
の
被
害

は
出
て
い
な
い
。
日
本
は
最
大
の
温
暖

化
の
被
害
を
受
け
て
い
る
国
の
一
つ
で

す
」
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

21
歳
の
科
学
者
で
「
火
星
に
住
む
つ

も
り
で
す
」
の
著
者
、
村
木
風
海
さ
ん

は
二
酸
化
炭
素
を
集
め
ら
れ
る
マ
シ
ー

ン
を
発
明
、
国
の
事
業
に
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
名
称
は
、
ひ
ゃ
っ
レ
ー
で
、
ボ

タ
ン
一
つ
で
１
年
間
に
、
１
０
０
㎏
も

の
二
酸
化
炭
素
の
回
収
が
可
能
で
す
。

価
格
は
月
額
４
２
０
０
０
円
プ
ラ
ス
税
。

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
ブ
の
ア
イ
シ
ン
は
排
出

二
酸
化
炭
素
を
集
め
て
再
利
用
。
メ
タ

ン
ガ
ス
に
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

工
場
で
実
証
し
て
い
ま
す
。
村
木
さ
ん

は
「
目
指
す
は
２
０
３
０
年
に
平
均
気

温
が
１･

５
度
を
下
回
る
よ
う
に
絶
対
に

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
１･

５
度
を
超

す
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
大
変
な
事
に

な
っ
て
し
ま
う
。
」
そ
れ
は
「
地
球
が

こ
れ
以
上
温
度
が
高
く
な
る
と
ド
ミ
ノ

倒
し
の
よ
う
に
、
一
気
に
気
候
が
崩
れ

て
し
ま
っ
て
後
戻
り
で
き
な
く
な
る
か

ら
」
と
警
告
し
て
い
ま
す
。
江
守
さ
ん

は
、
温
暖
化
を
決
め
る
切
り
札
は
「
省

エ
ネ
。
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
ど
う

や
っ
て
一
人
一
人
が
こ
の
動
き
を
応
援

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
」
と
述
べ
、
村
木
さ
ん
は
「
い
く

ら
科
学
者
が
素
晴
ら
し
い
発
見
や
発
明

を
し
て
も
、
み
ん
な
一
人
一
人
の
意
識

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
本
当
に
温
暖
化

を
解
決
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
」
。

一
人
の
人
間
と
し
て
、
意
識
を
変
え
、

考
え
方
を
変
え
、
私
が
、
あ
な
た
が
ど

う
行
動
す
る
か
が
、
自
分
の
周
り
の
大

切
な
大
切
な
ひ
と
の
生
命
を
守
り
、
未

来
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

２
０
３
０
年
ま
で
、
あ
と
６
年
ち
ょ
っ

と
み
ん
な
で
頑
張
る
こ
と
を
宣
言
し
ま

し
ょ
う
。

「
意
識
が
変
わ
れ
ば
、
温
暖
化
を
止
め

る
こ
と
が
出
来
る
」

地
球
の
温
暖
化
に
対
し
て

意
識
を
変
え
よ
う

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
７
月
20
日
、

東
京
友
愛
会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
第

３
回
幹
事
会
に
お
い
て
、
２
０
２
５
年

参
院
選
比
例
代
表･

Ｊ
Ａ
Ｍ
組
織
内
候
補

の
郡
山
玲(

こ
お
り
や
ま
り
ょ
う)

氏
の

推
薦
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
郡

山
候
補
よ
り
推
薦
の
御
礼
と
２
０
２
５

年
に
向
け
た
決
意
表
明
を
受
け
ま
し
た
。

当
面
は
、
各
地
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に

お
け
る
推
薦
決
定
を
速
や
か
に
行
い
、

郡
山
候
補
の
会
員
へ
の
周
知
活
動
に
全

力
を
傾
注
し
て
い
き
ま
す
。

第
３
回
幹
事
会
の
詳
細
は
次
号
に
掲
載
。

主 張

愛
知
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
長

吉
田

博

郡
山
玲(

こ
お
り
や

ま
り
ょ
う)

氏
の
推

薦
を
決
定

第
３
回
幹
事
会

～
今
こ
そ
か
け
が
え
の
な
い
平
和
を

未
来
を
担
う
若
者
へ
つ
な
ご
う
～
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
７
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
加
盟
す
る
日
本
退
職
者

連
合
の
第
27
回
定
期
総
会
が
、
東
京
・

連
合
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
の
田
中
久
弥
代
議
員
等
を

議
長
団
に
選
出
し
た
あ
と
主
催
者
を
代
表
し

て
人
見
会
長
よ
り
、
「
岸
田
内
閣
の
防
衛
政

策
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
平
和
と
民
主
主

義
を
守
り
戦
争
を
さ
せ
な
い
活
動
を
し
て
い

く
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
清
水
連
合

事
務
局
長
、
立
憲
民
主
党
泉
代
表
、
国
民
民

主
党
玉
木
代
表
ら
の
挨
拶
の
あ
と
、
議
事
に

入
り
２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
、
予
算
、
政

策
制
度
要
求
、
低
所
得
高
齢
単
身
女
性
問
題

に
関
す
る
政
策
制
度
要
求
、
役
員
改
選
の
議

案
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
あ
と
満
場
一
致
で

全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
・
２
４
年
度
役
員
に
は
、
大
山

会
長
が
副
会
長
に
、
大
野
事
務
局
長
が
幹
事

に
再
任
を
さ
れ
、
早
川
副
会
長
は
副
事
務
局

長
を
退
任
し
ま
し
た
。

代
議
員
中
87
名
中
19
名
が
女
性
、
発
言
者

４
名
中
３
名
が
女
性
代
議
員
と
、
女
性
の
活

躍
が
い
つ
に
な
く
目
立
っ
た
総
会
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
か
ら
は
大
山
会
長
、
早
川
副

会
長
、
大
野
事
務
局
長
が
役
員
と
し
て
、
平

木
事
務
局
次
長
、
田
中
事
務
局
次
長
、
河
野

幹
事
が
代
議
員
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

退
職
者
連
合
第
27
回
定
期

総
会
を
開
催
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Ｊ
Ａ
Ｍ
京
都
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

は
、
６
月
８
日
午
後
、
京
都
労

働
者
総
合
会
館
に
お
い
て
題
記

政
策
研
修
会
を
「
ど
う
す
る
介

護
保
険
制
度
」
～
「
あ
き
ら
め

な
い
」
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

探
る
～
。
と
題
し
、
講
師
に
特

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
あ
っ
た
か
サ

ポ
ー
ト
」
の
社
労
士
椎
名
み
ゆ

き
さ
ん
を
お
招
き
、
各
退
職
者

組
織
か
ら
41
名
が
参
加
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

研
修
会
の
概
要
は
現
在
の
介

護
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
問
題

点
を
解
説
い
た
だ
い
た
う
え
で
、

２
０
２
４
年
か
ら
の
介
護
保
険

第
９
期
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
っ
て
財
務
省
や
厚
生
労
働
省

が
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
負
担

割
合
拡
大
や
要
介
護
一
、
二
を

介
護
保
険
の
対
象
外
と
す
る
等

の
「
介
護
保
険
利
用
を
あ
き
ら

め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
」
制

度
改
悪
の
目
論
見
を
解
説
し
て

頂
き
ま
し
た
。

研
修
の
締
め
く
く
り
と
し
て

講
師
か
ら
当
事
者
た
る
高
齢
者

が
、
制
度
の
内
容
を
よ
く
理
解

し
、
政
府
が
画
策
す
る
改
悪
を

防
ぎ
介
護
保
険
給
付
の
国
庫
負

担
割
合
を
増
や
さ
せ
る
社
会
運

動
や
、
自
治
体
や
政
府
に
対
す

る
要
請
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

が
重
要
と
訴
え
か
け
ら
れ
た
。

講
師
の
お
話
の
あ
と
受
講
者

か
ら
「
私
た
ち
高
齢
者
は
当
然

と
し
て
、
現
役
労
働
組
合
も
巻

き
込
ん
だ
運
動
を
」
「
地
域
の

社
会
福
祉
協
議
会
に
関
わ
っ
て

い
る
が
介
護
人
材
の
不
足
は
地

域
で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

我
々
元
気
な
高
齢
者
が
介
護
人

材
の
一
翼
を
担
う
こ
と
も
で
き

る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
千
葉
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
は
、
結
成
以
来
年
２
回
（
春
・

秋
）
の
ゴ
ル
フ
交
流
会
を
開
催

し
て
お
り
、
今
年
も
春
季
ゴ
ル

フ
交
流
会
と
し
て
、
６
月
５
日

（
月
）
茂
原
市
に
あ
る
真
名
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
真
名
コ
ー
ス

で
参
加
者
28
名
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
初

夏
を
想
わ
せ
る
陽
気
の
中
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ

う
と
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
競
技
は
新
ぺ
リ
ア

方
式
で
行
わ
れ
た
結
果
、
不

二
サ
ッ
シ
ユ
ニ
オ
ン
出
身
の

菊
地
一
郎
さ
ん
が
ネ
ッ
ト
７

０
．
４
と
唯
一
の
ア
ン
ダ
ー

パ
ー
で
見
事
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

競
技
終
了
後
の
表
彰
式
は
、

昨
年
秋
ま
で
コ
ロ
ナ
感
染
対

策
と
し
て
パ
ー
テ
ィ
ー
無
し

で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
は
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
で
の

表
彰
式
と
な
り
、
多
く
の
飛

賞
や
ニ
ア
ピ
ン
・
ド
ラ
コ
ン

賞
な
ど
の
発
表
に
一
喜
一
憂

し
、
久
し
ぶ
り
に
盛
り
上
が
っ

た
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

千葉

ゴ
ル
フ
交
流
会
を
開
催

京都

伊
藤
忠
男

通
信
員

政
策
研
修
会
を
開
催

田
中
久
弥

事
務
局
長

日本退職者連合

会 長 人見 一夫 殿

ＪＡＭシニアクラブ

会 長 大山 勝也

来年秋の「健康保険証」廃止に関する申し入れ

日頃のご指導に心より感謝申し上げます。

今次通常国会で成立した改正マイナンバー法により、来年秋より保険証

の廃止とマイナンバーカードへの一本化が実施されます。この切り替へは

デジタル化に不慣れな高齢者や６００万人を超える認知症患者に不安や混

乱を引き起こし、医療の根幹に関わる大きな問題となりかねません。

また、マイナンバーカードに関するトラブルが多発し、各種世論調査に

おいてマイナンバーカードの活用拡大に不安を感ずる人が7割を超えてい

る状況の中で、来年秋の切り替えに国民の理解と協力が得られるのか大い

に疑問です。拙速を避け、今一度マイナンバーカードへの一本化が本当に

必要なのか腰を据えて議論すべきだと考えます。

日本退職者連合の2023年度政策制度要求案における「マイナンバーカー

ドの取得は本人の選択に基づくという原則を順守し、健康保険証をマイナ

ンバーカードに置き換えないこと」という方針に沿って、来年秋からの健

康保険証廃止、マイナンバーカードへの一元化を撤回させる行動を退職者

連合一丸となって取り組むことを要請いたします。

以 上

本
年
６
月
改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
が
成
立
し
、
２
０
２
４
年
秋

か
ら
の
既
存
の
健
康
保
険
証
廃

止
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保

険
証
へ
の
一
元
化
が
決
定
し
ま

し
た
。
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
は
本
人
の
選
択
に
基

づ
く
」
と
い
う
原
則
を
逸
脱
し
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
普
及
さ
せ
る

た
め
の
強
引
な
手
法
に
批
判
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
後
マ
イ
ナ
保
険
証
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
、
多
く
の

国
民
に
不
安
と
不
信
を
与
え
て

い
る
こ
と
は
、
各
種
世
論
調
査

の
結
果
を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
長
野
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
事
態
を
深

刻
に
受
け
止
め
、
来
年
秋
か
ら

の
健
康
保
険
証
廃
止
を
撤
回

さ
せ
る
取
り
組
み
を
本
部
に

要
請
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
７
月
４
日
の
三
役

会
議
で
協
議
の
結
果
、
日
本

退
職
者
連
合
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
と
し
て
要
請
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
７
月
６
日
、
大
山
会
長

と
大
野
事
務
局
長
が
退
職
者

連
合
事
務
所
を
訪
ね
、
野
田

事
務
局
長
に
要
請
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
そ
の
後
退
職
者

連
合
は
「
２
０
２
４
年
秋
に

予
定
さ
れ
る
健
康
保
険
証
廃

止
の
撤
回
を
求
め
る
」
団
体

署
名
を
展
開
し
、
政
府
に
請

願
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
を

決
定
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
秋
か
ら
の

健
康
保
険
証
廃
止
の
撤

回
を
！

退
職
者
連
合
に
要
請
書

を
提
出


